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紹
介
と
批
誇

《
『
o
罵
磯
銅
昌
騎
ゆ
一
●
旨
o
ヨ
目
器
β
”

　
罵
90
図
≦
O
び
①
り
唱
昌
画
q
O
昌
警
げ
O
｝
O
謡
試
騨

　
　
　
一
co
O
O
貞
O
b
◎
O

　
　
　
　
お
㎝
P
弓
嘗
獣
農
①
昌

W
・
J
・
モ
ム
ゼ
ン
著

　
『
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ニ
ー
バ
ー
と
ド
イ
ッ
政
治
』

　
　
　
　
ー
一
八
九
〇
年
ー
一
九
二
〇
年
・
i
l
I

　
欄
　
近
時
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
パ
ー
が
、
近
代
ド
イ
ッ
の
政
治
過
程
に
お

け
る
地
位
と
役
割
に
關
す
る
研
究
は
、
ド
イ
ッ
の
内
外
を
間
わ
ず
、
か
な
り
の

潔
度
を
示
し
つ
つ
あ
る
と
表
現
し
て
も
敢
え
て
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

二
、
三
の
例
を
學
げ
れ
ば
、
き
男
寮
器
」
国
鱒
図
≦
魯
魯
露
島
O
o
H
言
暫
目

男o属

鑓
畠
。
お
ホ
．
や
、
臼
9
ゆ
β
β
霧
薯
甘
島
色
馨
9
ピ
o
魅
菖
巨
凶
議
酔
蔭
民

h
b
懸
騨
簿
甘
痔
図
≦
o
げ
霞
製
o
昌
8
『
鑑
宏
馨
且
巳
o
駐
9
お
認
●
更
に

は
　
冒
図
譲
O
び
o
J
oo
欝
誹
ぎ
臥
〇
一
〇
魅
9
鼠
詳
o
首
霞
国
置
象
ザ
H
属
冒
碕

巨
国
昌
膨
蔭
酔
Φ
H
日
p
晩
o
謬
ザ
O
琶
琶
鵬
o
騎
o
げ
o
β
ぐ
o
β
輪
9
帥
屡
β
霧
譲
一
昌
o
犀
o
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
　
　
（
一
二
四
八
）

目
導
ダ
一
誤
9
等
々
は
、
ウ
ヱ
ー
バ
ー
と
近
代
ド
イ
ッ
政
治
の
關
蓮
を
追
求

し
た
螢
作
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
一
四
年
、
第
一
次
琶
界
大
戦
の
勃
護
と
と
も
に
、
自
國
の
政
治
的
未
成

熟
を
憂
慮
し
、
將
來
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
ブ
に
悲
観
的
で
あ
つ
た
ウ
ェ
ー
パ

ー
は
、
昆
主
主
義
的
な
情
熱
を
傾
注
し
て
掲
自
な
政
論
を
主
張
し
、
譲
歩
す
る

こ
と
な
く
頑
迷
な
保
守
主
義
と
封
決
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
歴
史
の
趨
勢
は
、

彼
の
意
志
と
は
相
蓮
し
た
方
角
に
そ
の
進
路
を
す
す
め
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
政
治
的
情
熱
と
、
そ
の
卓
越
し
た
理
論
を
背
景
に
も
つ

た
政
論
と
は
、
今
ま
た
倍
加
し
た
光
澤
を
も
つ
て
ド
イ
ツ
國
内
の
み
な
ら
ず
、

世
界
の
民
主
主
義
に
恩
悪
を
も
た
ら
し
っ
つ
あ
る
。

　
こ
こ
に
紹
介
を
試
み
る
W
・
J
・
モ
ム
ゼ
ン
の
薯
述
「
冨
図
ミ
魯
霧
甦
猛

畠
5
8
富
男
o
葬
涛
嵩
8
山
旨
O
響
お
諾
申
郁
げ
ぎ
瞬
〇
三
も
叉
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
優
れ
た
勢
作
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
は
次
の
十
章
と
階
読
一
章
よ
り
な
つ
て
い
る
。
當
初
に
一
括
し
て
内
容

の
各
章
を
掲
げ
て
み
よ
5
。

　
6
若
き
ウ
ェ
し
ハ
ー
の
政
治
的
展
開
（
ご
一
〇
唱
〇
一
帥
窪
器
冨
国
圓
薯
一
魯
ぎ
目
騎

“o

胆
旨
躍
O
昌
笥
⑫
び
①
緩
）

　
㊧
家
父
長
主
義
．
資
本
主
義
と
國
民
國
家
（
男
麟
首
疑
5
琶
凶
¢
目
話
．
国
箇
且
・

酔
帥
一
富
目
‘
q2
G
昌
含
躍
餌
紳
一
〇
昌
帥
一
〇〇
帥
鵠
酔
4

　
⑫
マ
ッ
ク
ろ
ウ
ェ
；
バ
ー
の
政
治
理
想
と
し
て
の
國
民
的
檬
力
國
家
（
ご
雪



g舘Oβ包①

冨oゲ註

酔
窪
酔
巴
o
宕
一
仲
試
切
o
げ
3
置
o
巴
蜜
即
図
ミ
o
冨
塗
）

　
㈲
ド
イ
ッ
政
治
の
將
來
の
課
題
と
し
て
の
帝
國
主
義
（
乞
雪
a
琶
窪
ぎ
・

窟
匿
一
罐
目
葛
巴
馳
国
爵
‘
β
坤
旨
G
抽
窓
ぴ
o
α
o
菖
㎝
魯
o
同
喧
〇
一
詳
涛
）

　
㊧
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
；
パ
ー
と
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ッ
國
内
政
治
の

展
開
（
罫
莫
薯
魯
鶏
躍
呂
島
o
嘗
器
昌
窟
自
霞
の
9
⇔
国
暮
註
o
ざ
躍
嚇
望
準

§
ピ
讐
留
く
8
留
営
毒
o
詳
箆
陣
o
豊
）

　
㈹
封
外
政
治
と
國
内
政
治
燈
制
（
卜
島
臼
宮
犀
鼻
9
岱
一
巨
宵
o
〈
o
｝

蓼
傷
訂
鼻
言
H
）

　
㊨
ド
イ
ッ
帝
國
の
試
煉
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大
戦
（
ご
魯
胡
o
詳
巨
o
鴫

詑
ロ
b
o
妻
欝
渥
巨
碗
啓
月
o
げ
Φ
岳
堕
島
o
昌
富
o
げ
o
β
審
一
〇
『
窃
巴
皿
0
8
鵬
目
曽
騨
）

　
㈹
崩
擾
と
新
出
畿
（
国
G
路
目
目
窪
ご
2
魯
9
覧
2
0
麟
冨
幅
K
日
）

　
⑳
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
パ
ー
と
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
成
立
（
旨
貰
名
o
冨
目

門
日
自
鼠
o
国
巨
訂
討
げ
庭
O
O
H
名
9
目
費
H
o
H
寄
凶
o
匿
く
o
H
彦
a
庭
）

　
㊨
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
國
か
ら
ナ
チ
ス
政
権
確
立
ま
で
（
＜
o
目
一
凶
ぎ
挙
一
臼

く
O
昌
盛
日
p
窟
貯
鎚
貯
的
5
胤
O
び
置
酔
費
o
目
臣
冨
O
昌
o
目
O
騨
鑓
段
O
）
で

あ
り
、
更
に
附
説
と
し
て
、
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
し
ハ
ー
に
よ
る
支
配
の
形
式
的

合
法
性
と
合
理
的
正
統
性
の
關
係
の
間
題
に
つ
い
て
」
（
国
舞
ぎ
鳴
画
8

く
g
展
詳
β
釜
o
』
臼
冨
9
げ
H
■
o
懸
一
詳
騨
G
昌
α
蟹
盤
o
β
巴
日
b
o
駐
融
一
目
学

“
響
盆
H
鶴
o
塞
号
即
騨
冨
一
冒
図
毒
Φ
ぴ
霞
）
の
短
論
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
二
　
著
者
W
・
J
・
モ
ム
ゼ
ン
は
、
序
言
に
お
い
て
、
次
の
ご
と
く
本
書
の

　
　
　
　
紹
介
と
批
許

性
格
と
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　
「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
時
代
と
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
國
の
初
期
の
頃
の
『
マ
ッ
ク
ス
．

ウ
ヱ
㌧
ハ
ー
と
ド
イ
ッ
の
政
治
』
に
關
す
る
以
下
の
研
究
は
、
し
ば
し
ば
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ら
れ
て
來
た
よ
5
な
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
政
治
的
意
思
と
思
想
を
、
そ

の
著
述
か
ら
解
縄
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
の
方
法
を
と
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
考
察
は
政
治
家
ウ
鵠
ー
バ
ー
の
爽
展
を
、

そ
の
時
代
の
現
實
的
な
政
治
問
題
に
封
し
て
の
彼
の
態
度
を
通
じ
ヤ
全
く
具
禮

的
に
探
究
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
こ
の
試
み
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
中
心
的
な
政
治
的
諸
ヵ
テ
ゴ
リ

ー
を
そ
の
賞
騰
に
ま
で
立
ち
入
つ
て
分
析
し
、
彼
を
導
く
政
治
理
想
の
歴
史
的

位
置
を
規
定
す
る
た
め
に
、
上
述
の
方
法
で
確
賓
な
基
盤
を
獲
得
し
よ
う
と
努

力
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
こ
の
考
察
は
、
同
時
に
ま
た
一
八
九
〇
年
か
ら

一
九
二
〇
年
に
か
け
て
の
ド
イ
ッ
政
沿
史
の
解
明
に
寄
興
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
」
と
述
べ
、
次
い
で
藪
述
の
方
法
に
つ
い
て
言
葉
を
練
け
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

　
　
「
こ
の
よ
う
な
課
題
設
定
に
よ
つ
て
、
研
究
の
内
的
構
造
に
は
、
傳
記
的

（
苞
o
隠
嘗
溶
魯
）
方
法
と
、
論
文
的
（
日
0
9
覧
唱
誓
魯
）
方
法
と
を
コ
ン

ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
す
る
必
要
淋
生
じ
て
く
る
。

　
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
饗
展
の
多
様
な
局
面
の
藪
述
を
、
彼
の
な
か
で
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
（
一
二
四
九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

し
ば
一
つ
の
支
醗
的
な
役
割
を
演
ず
る
と
こ
ろ
の
政
治
的
諸
理
想
や
諸
要
求
の

分
析
と
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
從
つ
て
、
概
し
て
傳

記
的
・
年
代
的
序
列
を
基
底
と
し
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
救
述
は
、
個
々
の

一
定
の
問
題
観
座
（
『
す
営
O
醤
診
畠
善
毒
5
）
に
從
つ
て
い
る
。
こ
の
よ

5
な
方
法
を
と
る
場
合
幡
は
、
時
に
慮
じ
て
一
定
の
間
題
意
識
の
そ
の
時
々
の

關
係
に
よ
つ
て
早
期
の
も
の
を
後
述
し
た
り
、
よ
り
後
期
の
も
の
を
先
述
し
た

り
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
同
じ
意
味
で
、
重
複
を
完
全
に
避
け
る
こ
と
も
で
き

な
か
つ
た
。
然
し
、
わ
れ
わ
れ
は
ウ
ェ
し
ハ
ー
の
政
治
的
見
解
の
饗
展
の
歩
み

が
完
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
希
望
し
て
い
る
。
」
と
モ
ム
ゼ
ン
は
述

べ
る
。

　
そ
し
て
、
更
に
モ
ム
ゼ
ソ
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
に
際
し
、
重
要
な
二
、
三

の
文
書
、
例
え
ば
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
が
一
九
一
七
年
五
月
コ
ソ
ラ
ー
ド
・
ハ
ウ
ス

マ
ソ
（
Q
β
邑
国
鍔
霧
臣
目
ド
）
に
與
え
た
憲
法
改
正
案
を
基
と
し
た
畳
書

φ
、
一
九
一
八
年
二
月
四
日
附
の
李
和
條
約
締
結
間
題
に
關
す
る
第
二
畳
書
等

の
黎
見
せ
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
叉
書
簡
や
逡
稿
の
根
本
的
な
脈
絡

が
全
く
破
壊
さ
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
こ
と
、
就
中
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
相
手
方
の

側
の
當
の
書
簡
が
保
存
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
、
今
次
大
職
の
職
襯
に
よ
つ

て
数
多
の
遺
稿
類
が
紛
失
し
、
特
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
（
寄
一
8
－

旦魯

）
の
重
要
な
意
義
を
持
つ
遺
稿
の
喪
失
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
研

究
の
上
に
大
い
な
る
障
害
に
な
る
皆
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
一
二
五
〇
）

　更にモム

ゼ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、

マ
ザ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
意
思
と
著
述
の
よ
つ
て
立
つ
紬
髄
的
状
況

が
充
分
に
明
ら
か
に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
本
來
の
意
圖
を
達
成
し
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
然
し
、
彼
の
當
面
し
た
政
治
に
封
す
る
直
接
的
影
響
の
大
き
さ

が
い
ず
れ
の
場
合
に
も
正
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

　
ウ
ヱ
ー
バ
ー
が
、
そ
の
政
治
思
想
の
多
く
の
原
則
の
貼
で
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

時
代
と
ピ
ス
マ
ル
ク
の
政
治
の
立
入
禁
止
地
帯
（
b
p
酵
喜
謎
）
の
な
か
に
ど

れ
ほ
ど
彊
固
に
踏
み
止
ま
つ
て
い
る
か
、
更
に
叉
彼
の
政
治
理
論
上
の
諸
見
解

が
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
時
代
の
ド
イ
ッ
の
政
治
的
、
枇
會
的
諸
關
係
に
封
す
る
論

孚
か
ら
、
更
に
ど
れ
ほ
ど
護
展
的
に
畳
醒
し
て
い
る
か
と
い
う
鮎
が
、
細
部
に

わ
た
つ
て
解
明
さ
れ
れ
ば
そ
の
こ
と
の
意
味
は
、
政
治
思
想
家
マ
ッ
ク
ス
・
ウ

ェ
ー
バ
ー
を
、
軍
に
歴
史
的
に
位
置
づ
け
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　
彼
の
思
想
の
本
質
的
な
諸
要
素
は
、
そ
の
時
代
の
歴
史
的
、
政
治
的
諸
條
件

か
ら
は
解
明
さ
れ
え
な
い
こ
と
、
哲
學
的
基
礎
観
念
や
、
わ
れ
わ
れ
が
敢
え
て

間
題
提
起
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
最
終
的
な
債
億
の
確
信
が
一
つ
の
本
質
的
な

役
割
を
演
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
意
識
し
て
は
い
る
。

　
然
し
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
學
術
語
（
嗜
霊
目
甘
o
ぢ
嘘
o
）
そ
の
も
の
を
、
撹
到

的
に
橡
討
も
し
な
い
で
、
そ
れ
を
現
在
の
諸
關
係
に
適
用
し
よ
う
と
努
力
す
る

く
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
V
な
ウ
ェ
ー
バ
i
解
繹
と
は
反
封
に
、
ウ
ェ
ー
バ
r
の
政
治



的
な
ら
び
に
國
家
枇
會
學
的
諸
見
解
の
歴
史
的
制
約
性
と
、
そ
れ
が
有
効
で
あ

る
限
界
を
考
慮
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
諸
見
解
は
正
し
く
許
債
さ
れ
う
る
で

あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
場
合
に
の
み
そ
れ
ら
諸
見
解
の
眞
理
内
容
と
、
そ
の
現
實

的
意
義
が
把
握
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
≧
わ
れ
わ
れ
は
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

と
モ
ム
ゼ
ソ
は
い
う
。

　
モ
ム
ゼ
ン
の
指
摘
の
ご
と
く
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
特
有
な
諸
々
の

術
籍
の
性
格
と
そ
の
成
立
を
、
批
判
し
橡
討
し
、
吟
味
せ
ず
し
て
そ
の
術
語
を

使
用
す
る
誤
り
を
、
わ
れ
わ
れ
は
往
々
に
し
て
犯
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　
さ
て
、
本
書
の
性
格
、
構
成
に
つ
い
て
、
著
者
モ
ム
ゼ
ン
の
「
序
言
」
を
引

用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
以
上
の
ご
と
く
簡
翠
に
紹
介
し
て
み
た
。
次
い
で
本
論

の
内
容
に
移
つ
て
紹
介
し
て
み
た
い
が
、
こ
こ
で
は
第
一
章
の
「
若
き
ウ
ェ
ー

バ
ー
の
政
治
的
展
開
」
に
重
馳
を
お
い
て
著
者
モ
ム
ゼ
ン
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究

の
一
端
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　
三
著
者
モ
ム
ゼ
ン
は
、
そ
の
第
一
章
「
若
き
ウ
ヱ
ー
パ
ー
の
政
治
的
展
開
」

の
當
初
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
呂
i
バ
ー
は
、
そ
の
全

生
涯
を
通
じ
て
、
政
治
的
問
題
に
没
頭
し
て
い
た
。
彼
の
同
時
代
の
少
な
か
ら

ぬ
人
々
が
、
時
に
は
彼
自
身
も
、
彼
が
賓
際
政
治
家
の
道
を
歩
む
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
た
。
彼
の
學
間
上
の
あ
ら
ゆ
る
著
述
や
、
知
的
な
卒
直
さ
と
、
學

問的

客
観
性
を
も
と
め
る
彼
の
假
借
な
い
努
力
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
そ
の
時

　
　
　
　
紹
介
と
批
翻

々
の
實
際
的
な
政
治
的
事
件
に
封
す
る
距
離
と
、
内
的
自
由
を
得
る
た
め
の
不

断
の
大
規
模
な
試
み
で
あ
る
と
も
解
縄
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は

實際

政
治
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
政
治
一
般
と
し
て
の
政
治
が
彼
の
生
涯
と

勢
作
に
お
い
て
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
は
、
す
で
に

彼
の
生
涯
の
初
期
の
研
究
に
も
該
當
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

聖
バ
ー
は
、
い
わ
ぽ
政
治
の
中
に
産
み
落
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
層
図
≦
o
富
目

毒旨o

庖
9
＆
雷
目
首
島
o
宕
一
詳
涛
匪
β
画
届
び
o
器
巨
と
（
一
頁
）
ウ
ェ

ー
パ
ー
に
與
え
た
彼
の
父
の
影
響
、
父
の
友
人
か
ら
の
影
響
、
ウ
ェ
！
バ
ー
の

國
民
自
由
黙
へ
の
關
心
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
更
に
モ
ム
ゼ
ン
は
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學
時
代
の
ウ
ェ
：
パ
！
の
諸
研
究
、
年
長
の
從
兄
で
あ
る

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
と
の
交
友
、
歴
史
學
者
で
あ
り
、
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
伯
父
に
あ
た
る
ヘ
ル
マ
ン
・
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
、
ウ
ェ
暑
バ
ー
に
奥
え
た

深
甚
な
影
響
に
つ
い
て
次
の
よ
5
に
い
う
。
「
バ
ゥ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
、
若
き
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
見
解
の
護
展
に
及
傑
し
た
影
響
ほ
顯
著
な
も
の
が
あ
る
。

確
か
に
ウ
ェ
ー
パ
ー
は
、
バ
ゥ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
す
る
ど
す
ぎ
る
批
剣
を
そ
の
ま

ま
探
用
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
か
つ
た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
の
陰
影
の
あ
る
ベ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
診
断
と
は
封
立
す
る
形

で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
政
治
的
見
解
は
常
に
展
開
し
て
き
て
い
る
。
然
し
、
父
親

の
家
に
お
け
る
一
方
的
な
國
民
自
由
蕪
的
覗
野
か
ら
彼
を
解
放
し
、
ビ
ス
マ
ル

ク
の
組
織
の
内
部
的
脆
弱
性
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
眼
を
開
か
せ
る
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
＝
一
五
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

あ
ず
か
つ
て
力
の
あ
つ
た
の
は
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
そ
の
人
で
あ
つ
た
。
特
に

ピ
ス
マ
ル
ク
政
治
の
権
力
的
な
、
デ
マ
ゴ
ギ
シ
ュ
な
性
格
に
つ
い
て
は
、
彼
は

パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
と
見
解
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
」
（
七
頁
）
更
に
叉
、
歴
史
家

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
に
封
す
る
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
態
度
を
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

　
「
ド
イ
ッ
の
教
養
あ
る
市
民
階
級
の
大
部
分
に
封
す
る
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
有

害
な
影
響
は
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
の
手
本
に
の
つ
と
つ
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

ー
バ
ー
を
し
て
大
歴
史
家
（
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
）
と
の
封
立
へ
と
追
い
や
つ
た
。

彼
は
、
パ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
の
鋭
い
評
定
に
軍
純
に
同
意
し
た
わ
け
で
は
な
か
つ

た
が
、
彼
は
又
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
が
、
學
問
的
客
観
性
の
諸
要
求
を
充
分
に
浦

足
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
と
い
う
意
見
を
も
つ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
は
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
が
聴
衆
に
お
よ
ぼ
す
彊
力
な
印
象
、

彼
の
火
の
よ
う
な
性
格
が
放
射
す
る
魅
力
か
ら
脇
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
」
（
九
頁
）
が
、
然
し
、
「
ウ
ニ
ー
パ
ー
は
、
政
治
と
學
問
を
混

同
さ
せ
た
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
や
り
方
を
嚴
し
く
却
け
た
。
そ
こ
に
は
、
翫
に
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
講
壇
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
や
、
豫
言
に
反
封
し
た
後
年
の
彼
の
情
熱

的
な
戦
い
が
豫
告
さ
れ
て
い
る
。
確
に
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
に
あ
つ
て
は
、
《
政

治
的
な
賓
行
熱
（
日
馨
匹
9
留
馨
冨
坤
）
と
一
面
性
の
氾
濫
の
中
に
も
、
理

想
的
な
基
盤
を
求
め
る
…
…
偉
大
な
、
情
熱
的
な
努
力
》
が
認
め
ら
れ
る
と
ウ

呂
ー
バ
ー
は
い
つ
て
い
る
。
然
し
、
實
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
過
剰
は
、
《
眞
面

目
な
、
良
心
的
な
結
果
に
燈
わ
さ
れ
な
い
仕
事
と
い
う
も
の
は
、
眞
理
の
齪
紬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
　
　
　
　
（
一
　
一
一
五
一
一
）

に
お
い
て
の
み
深
甚
な
奪
重
を
う
け
る
》
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

と
ウ
ェ
ー
パ
：
は
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
：
パ
ー

の
政
治
的
見
解
に
封
す
る
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の
影
響
を
過
少
評
便
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
ー
パ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
、
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
の

講
義
を
少
く
と
も
二
つ
、
『
國
家
と
教
會
』
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
『
政
治
學
』

に
つ
い
て
の
有
名
な
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
。
ト
ラ
イ
チ
晶
ケ
は
、
國
家
の
本

質
に
つ
い
て
の
自
己
の
論
議
の
中
心
融
に
、
槽
力
思
想
を
据
え
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
穫
力
思
想
、
國
民
國
家
を
政
治
的
行
爲
の
規
準
に
高
め
る
こ
と
、
小
國
家

存
在
の
忌
避
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
後
の
政
治
的
見
解
の
中
に
、

部
分
的
に
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
嚴
し
さ
を
以
て
再
現
さ
れ
て
い
る
。
」

（
一
〇
頁
）
と
モ
ム
ゼ
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
更
に
モ
ム
ゼ
ン
は
言
葉
を
績
け
る
。

　
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ヱ
ー
パ
ー
は
、
自
由
思
想
派
の
政
策
を
純
捧
に
室
論
的
な

も
の
と
感
じ
て
い
た
。
彼
は
、
そ
の
政
策
を
、
積
極
的
な
政
治
を
行
う
に
は
、

全
く
不
適
當
な
も
の
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
れ
故
、
彼
は
、
彼
ら
に
は
殆
ん
ど

將
來
性
を
認
め
て
い
な
か
つ
た
。
自
由
主
義
者
た
ち
は
、
皇
太
子
フ
リ
1
ド
リ

ッ
ヒ
の
統
治
に
よ
つ
て
國
内
政
治
が
轄
換
さ
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
な
軌
道
に
む
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
高
ま
つ
て
い
た
が
ー
．
ハ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
や
父

ウ
ヱ
ー
バ
ー
も
そ
の
意
見
に
傾
い
て
い
た
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
は

そ
の
希
望
は
根
檬
の
な
い
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
つ
た
。
彼
の
見
解
に
よ



れ
ば
、
ド
イ
ッ
の
諸
黙
派
の
關
係
は
、
決
し
て
第
二
の
合
冨
邑
o
諏
冨
V
の

た
め
の
前
提
を
與
え
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
自
由
主
義
そ
の
も
の
の
分
裂
と

腐
敗
が
そ
れ
を
妨
げ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
自
由
思
想
派
が
、
王
冠

の
交
替
に
賭
け
た
（
卑
屈
な
V
投
機
を
、
彼
は
唾
棄
す
べ
き
も
の
と
み
な
し
た
。

彼
は
當
時
、
ヘ
ル
マ
ソ
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
宛
に
書
い
て
い
る
。
『
…
…
こ
の
よ

う
な
人
々
と
一
緒
に
な
つ
て
、
他
日
の
積
極
的
な
政
治
を
行
う
と
い
う
考
え
は

全
く
棄
て
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
考
え
は
、
一
方
で
は
型
に
は
ま
つ
た

狂
信
的
な
デ
マ
ゴ
ギ
ー
に
よ
つ
て
、
他
面
で
は
盲
目
的
な
ピ
ス
マ
ル
ク
の
徒
に

よ
つ
て
損
わ
れ
、
永
遽
に
茶
番
劇
が
績
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
』
」
（
一
五
ー

一
六
頁
）
と
モ
ム
ゼ
ソ
は
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
が
國
民
自
由
窯
に
封
し
て
決
し
て
好

意
的
で
な
か
つ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
モ
ム
ゼ
ン
は
、
一
八
八
七
年

當
時
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
講
壇
批
會
・
妻
我
者
へ
の
接
近
を
述
べ
て
い
る
。

　
四
　
す
な
わ
ち
、
「
講
壇
肚
會
主
義
者
へ
の
接
近
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
パ

ー
の
政
治
的
蟄
展
に
と
つ
て
、
一
つ
の
轄
廻
貼
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
接
近

は
、
彼
の
學
間
的
並
び
に
政
治
的
未
來
に
と
つ
て
、
大
き
な
意
味
を
有
し
、
叉

彼
が
そ
れ
ま
で
績
け
て
支
持
し
て
來
た
自
由
主
義
の
見
解
を
超
え
て
、
彼
を
は

る
か
に
前
方
へ
と
導
い
て
ゆ
ぐ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
七
頁
）
が
、

「
ゆ
呂
書
パ
ー
は
、
営
初
か
ら
講
壇
吐
會
主
義
者
蓮
匿
つ
い
て
は
、
（
そ
の
強
く

官
僚
的
な
素
質
V
（
島
o
の
冨
讐
ぴ
酵
鼻
H
母
謎
号
o
》
伽
鶏
）
に
不
信
の
念
を

持
つ
て
お
り
、
後
に
結
局
は
、
彼
は
プ
ロ
シ
ヤ
官
僚
階
級
の
代
癖
者
で
あ
り
、

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

歴
史
家
で
あ
る
シ
ュ
モ
ー
ラ
ー
の
、
そ
し
て
彼
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
た
枇
會
政

策
學
會
の
官
僚
的
方
向
の
公
然
た
る
反
封
者
た
る
べ
き
蓮
命
に
あ
つ
た
。
然
し

ウ
ェ
：
バ
ー
は
、
こ
こ
に
著
述
の
た
め
の
政
治
的
に
將
來
性
を
持
つ
力
と
、
努

力
に
値
す
る
吐
會
科
學
的
課
題
を
護
見
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
彼
は
肚
會
政
策

學
會
へ
の
加
入
を
決
意
し
、
程
な
く
そ
れ
の
積
極
的
な
學
會
の
一
員
と
な
つ
た
。

肚
會
政
策
學
會
へ
の
加
盟
は
、
古
い
刻
印
を
幣
び
た
自
由
主
義
か
ら
、
更
に
叉

バ
ゥ
ム
ガ
ル
テ
ン
や
父
親
の
政
治
的
見
解
か
ら
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
離
脚
て
ゆ
く
決

定
的
な
歩
み
を
意
味
し
て
い
た
。
」
と
い
う
。
次
い
で
モ
ム
ゼ
ン
は
、
若
き
ウ
ェ

㌧
ハ
ー
と
ド
イ
ッ
保
守
主
義
と
の
關
蓮
に
移
り
、
・
「
一
八
九
〇
年
に
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
が
始
め
て
投
票
に
赴
い
た
際
に
、
保
守
派
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
わ
れ

わ
れ
は
知
つ
て
い
る
。
彼
は
、
後
に
繰
返
し
熱
心
に
そ
の
こ
と
を
彊
調
し
て
い

る
。
〈
男
霞
『
目
O
暮
G
臣
島
寄
胤
O
饗
冨
騎
一
目
冒
O
罐
R
肖
段
9
0
β
富
躍
誹
O
亨

巨
亀
の
中
に
在
り
、
書
物
と
し
て
出
版
さ
れ
る
時
に
は
制
除
さ
れ
た
全
く
卒

直
な
一
節
！
『
個
人
的
に
敵
、
私
は
、
若
い
人
間
乏
し
て
、
こ
の
よ
う
な
汚

ら
し
い
爲
善
者
た
ち
（
保
守
派
）
に
は
背
を
む
け
て
い
た
』
と
い
う
言
葉
は
、

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
保
守
的
な
見
解
へ
の
方
向
が
、
方
便
に
す
ぎ
な
か
つ
た
こ
と
を

鐙
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
叉
、
國
民
的
な
穫
力
國
家
に
封
す
る
異
常
な
烈
し

い
信
仰
告
白
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
告
白
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
右
翼
へ
と
引
き
つ

け
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
九
頁
）
と
い
う
。

　
而
し
て
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
若
き
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
に
つ
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〇
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二
五
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

い
て
夷
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
今
暫
く
、
モ
ム
ゼ
ソ
の
見
解
を
紹
介
し
て
み

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
若
い
國
民
経
済
學
者
は
、
急
速
な
脛
濟
護
展
と
、
そ
れ

に
俘
う
蔵
會
の
構
造
簗
化
が
、
傳
統
的
な
リ
ベ
ラ
ル
な
方
法
で
は
充
分
に
解
決

し
え
な
い
よ
う
な
問
題
を
惹
起
し
た
と
い
5
こ
と
を
認
識
す
る
よ
う
迫
ら
れ

た
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
時
代
の
自
由
主
義
の
位
置
を
純
粋
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な

も
の
と
感
じ
と
つ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
事
實
が
そ
う
で
あ
つ
た

よ
り
も
は
る
か
に
際
立
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
正
に
そ
の
貼
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
は

自
由
主
義
の
本
來
的
な
弱
貼
を
み
た
の
で
あ
る
。
A
脛
濟
的
並
び
に
杜
會
的
問

題
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
檬
に
專
ら
前
景
に
現
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
利
害
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
從
つ
て
の
匹
別
が
、
結
局
は
い
つ
で
も
支
醗
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
よ
う
な
状
況
は
、
自
由
主
義
に
封
し
て
、
何
と
言
お
5
と
も
、
限
定
さ
れ

た
活
動
分
野
し
か
興
え
得
な
い
。
殊
に
自
由
主
義
そ
の
も
の
が
、
利
盆
グ
ル
ー

ブ
に
分
れ
て
封
立
し
て
い
る
場
合
に
絃
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
V
と
一
八

九
一
年
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
に
宛
て
書
い
て
い
る
。
個
人
的

に
も
正
に
こ
の
頃
に
、
法
律
の
分
野
か
ら
國
民
経
濟
と
肚
會
政
策
研
究
の
領
域

へ
と
移
行
す
べ
く
着
手
し
て
い
た
彼
に
と
つ
て
、
経
濟
董
び
に
吐
會
間
題
が
前

景
に
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
正
に
こ
の
領
域
に
お
い
て
、
自
由

主
義
は
役
に
立
た
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
こ
の
怠
慢
を
取
返
す
べ
く

手
を
貸
す
こ
と
は
、
若
き
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
は
、
勢
す
る
に
値
す
る
課
題
と
信
ぜ

ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
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枇
會
政
策
問
題
に
封
す
る
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
新
し
く
畳
醒
し
た
關
心
は
、
彼
を

し
て
キ
リ
ス
ト
教
・
肚
會
蓮
動
と
接
胴
す
る
に
至
ら
し
め
た
。
そ
の
蓮
動
は
、

そ
の
頃
の
年
代
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
養
人
の
仲
間
で
大
き
な
支
持
を
う
け

て
い
た
。
ウ
ェ
ー
パ
ー
を
惹
き
つ
け
た
の
は
、
決
し
て
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
（
馨
8
、

畠
臼
）
の
活
濃
な
ア
ジ
テ
ー
シ
コ
ン
で
は
な
か
つ
た
。
全
く
反
封
に
、
わ
れ
わ

れ
の
手
許
に
残
さ
れ
て
い
る
當
時
の
手
紙
の
中
で
、
ウ
ェ
し
ハ
ー
が
、
シ
ュ
テ

ッ
カ
ー
に
言
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
僅
か
な
言
葉
は
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
流
の
肚

會
的
保
守
主
義
、
特
に
彼
の
デ
マ
ゴ
ギ
ー
的
な
現
象
形
態
に
封
す
る
決
定
的
な

拒
絶
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ウ
ヱ
㌧
ハ
！
は
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
の
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
に
は
全
く
組
し
え
な
か
つ
た
。
直
接
に
は
個
人
的
な
結
び
つ
き
が
決
定
的

と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
母
親
は
、
自
己
の
肚
會
的
費
任
を

意
識
し
た
深
い
キ
リ
ス
ト
教
的
な
考
え
方
か
ら
し
て
、
こ
の
當
時
の
キ
卿
ス
ト

教肚會蓮動に

個
人
的
に
非
常
に
接
近
し
て
い
た
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
時
代
の
學
友
で
あ
り
、
ウ
ヱ
㌧
ハ
ー
の

從
兄
で
あ
つ
た
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
が
こ
の
結
び
つ
き
を
橋
渡
し
を

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
最
初
の
福
一
晋
醗
肚
會
會
議
（
o
く
m
辱

晩
o
属
8
㌣
ロ
鼠
2
0
β
国
o
届
9
）
に
關
異
す
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
會
議

は
、
一
八
九
〇
年
に
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー
が
護
足
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
り
、
特

に
か
な
り
若
い
顧
書
派
の
憩
學
者
や
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
教
養
人
た
ち
の

間
で
、
活
渡
な
反
響
を
呼
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
よ
う
な
、
年



輩
の
キ
リ
ス
ト
教
・
就
會
蓮
動
家
と
並
ん
で
、
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
を
擁
す

る
リ
ベ
ラ
ル
な
紳
學
者
た
ち
が
先
頭
に
立
ち
、
最
後
に
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・

ナ
ウ
マ
ン
の
指
導
の
も
と
に
、
若
い
キ
リ
ス
ト
教
・
砒
會
蓮
動
家
た
ち
の
左
翼

的
傾
向
を
持
つ
反
政
府
派
が
先
頭
を
き
つ
た
。
こ
の
汲
は
叉
、
シ
ュ
テ
ッ
カ
ー

の
保
守
主
義
か
ら
の
離
脇
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
観
を
基
礎
と
し
て
、

就
會
政
策
的
行
動
の
形
式
に
つ
い
て
廣
汎
な
討
議
に
着
手
し
た
。
こ
こ
で
ウ
ェ

ー
パ
ー
は
、
政
治
的
に
見
解
を
同
じ
く
す
る
同
志
を
見
出
し
た
。
彼
は
、
永
年

に
わ
た
つ
て
共
通
の
政
治
的
行
路
を
歩
む
こ
と
と
な
つ
た
。

　
ウ
ェ
ー
パ
ー
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
と
生
涯
に
わ
た
る
緊
密
な

友
情
を
結
び
、
そ
の
友
情
は
二
人
の
蓮
命
に
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な

つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
に
こ
の
時
に
始
つ
た
の
で
あ
つ
た
。
」
（
一
コ
頁
）

と
モ
ム
ゼ
ソ
は
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
、
お
よ
び
フ
リ
：
ド

リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ソ
と
の
歴
史
的
避
遁
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
描
爲
し
て
い

る
。

　
五
　
以
上
に
よ
つ
て
、
「
若
き
ウ
ェ
ー
バ
！
の
政
治
的
展
開
」
に
っ
い
て
の
著

者
W
・
モ
ム
ゼ
ン
の
寂
述
を
可
能
な
限
り
原
文
に
忠
實
に
紹
介
し
て
み
た
。

　
尤
も
、
註
縄
を
要
す
る
詳
細
な
問
題
に
つ
い
て
は
こ
の
稿
に
お
い
て
取
學
げ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
然
し
、
若
き
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
、
そ
の
政
治
観
の

展
開
過
程
に
お
い
て
、
時
に
は
自
由
主
義
に
、
時
に
は
保
守
主
義
に
、
あ
る
時

代
に
お
い
て
は
講
壇
庭
會
主
義
の
陣
管
に
、
更
に
は
又
キ
リ
ス
ト
教
的
杜
會
蓮

　
　
　
　
紹
介
と
批
詳

動
に
共
鳴
し
つ
つ
そ
の
思
想
的
遍
歴
を
試
み
、
あ
る
い
は
又
、
ヘ
ル
マ
ン
．
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
、
オ
ッ
ト
ー
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ソ
、
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
．
フ
ォ
ン
．

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ナ
ウ
マ
ン
等
々
の
思
想
家
を
媒
盟
と
し

て
、
自
己
特
有
の
政
治
的
観
念
を
形
成
し
て
ゆ
く
過
程
は
、
モ
ム
ゼ
ソ
の
筆
致

に
よ
つ
て
簡
明
直
載
に
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
モ
ム
ゼ
ン
が
、
そ

の
序
言
に
述
ぺ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
数
多
の
資
料
研
究
所
、
例
え
ば
、

ド
イ
ッ
中
央
記
録
所
、
コ
ブ
レ
ソ
ツ
の
蓮
邦
記
録
所
、
大
英
薄
励
館
、
蓼
弓

＆
惨
o駐
昌
8
一
昌
国
8
9
巨
窃
費
呂
寄
犀
ざ
巴
oa
a
o
琴
o
等
々
を
訪
ね
、

あ
る
い
は
叉
、
ウ
ェ
ー
パ
ー
の
書
簡
、
文
書
等
の
保
存
者
を
歴
訪
し
て
、
よ
り

正
確
な
ウ
ェ
ー
バ
ー
研
究
に
努
力
し
、
一
書
に
ま
と
め
た
こ
と
は
、
ウ
ェ
ー
バ

i
研
究
の
今
後
に
多
く
の
有
盆
な
示
唆
を
輿
え
て
い
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
筆
者
は
、
著
者
モ
ム
ゼ
ン
の
勢
を
多
と
し
、
本
書
の
紹
介
を
終
り
た
い

と
思
う
。
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